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１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況



１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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○西口周辺
・中央西口駅前広場
・きた西口駅前広場
・横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業
・ダイエー跡地（仮称）イオンモール横浜西口

○東口周辺
・ステーションオアシス地区開発
・駅前広場の再編

○治水・親水
○防災
○エリアマネジメント
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○西口周辺 ＜中央西口駅前広場＞
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障害者用
車両乗降所

JR横浜タワー

【供用開始】大屋根

【供用開始】高島屋前屋根

令和４年度に高島屋前の屋根の供用を開始しました。
今後は、舗装整備を関係者と調整して実施していく予定です。

※整備内容については、関係者との協議により、一部変更する可能性があります。
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１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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○西口周辺 ＜きた西口駅前広場＞

ＪＲ横浜タワー 台町・
鶴屋町方面

歩行者デッキ（はまレールウォーク）

屋根整備着手

令和４年度は、屋根整備に向け、関係者協議等を行いながら工事を進めて
きました。
引き続き工事を進め、５年度中の屋根完成を予定しています。
次年度以降は舗装などの整備を実施していく予定です。

き
た
通
路

※整備内容については、関係者との協議により、一部変更する可能性があります。

0 10 20
m

完成イメージパース
【整備済み】
地下～デッキをつなぐエレベーター

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況



○西口周辺 ＜横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業＞
「THE YOKOHAMA FRONT／ザ ヨコハマ フロント」

7※図は、現時点で想定しているイメージであり、今後変更する場合があります。

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況

令和5年6月撮影

令和元年度に、新築工事着手し、４年度に棟上げを迎えました。
５年度末の竣工を予定しています。（事業完了 ７年度予定）
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○西口周辺 ＜ダイエー跡地 (仮称)イオンモール横浜西口＞

計画地
横浜駅

令和４年２月撮影

パルナード通り 横浜ビブレ(既存)

住宅施設 商業施設

令和３年度に解体工事に着手し、現在建築工事を
進めています。
商業施設は、５年の秋頃の開業、
住宅施設は、７年１月竣工を予定されています。

※図は、現時点で想定しているイメージであり、今後変更する場合があります。
令和５年５月撮影

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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○西口周辺
・中央西口駅前広場
・きた西口駅前広場
・横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業
・ダイエー跡地（仮称）イオンモール横浜西口

○東口周辺
・ステーションオアシス地区開発
・駅前広場の再編

○治水・親水
○防災
○エリアマネジメント

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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○東口周辺 ＜ステーションオアシス地区開発＞
令和４年度は、ステーションオアシス協議会において、基盤整備と連携
した施設計画や、その事業性について検討を行いました。
５年度は、事業計画の検討を進め、早期の事業化を目指します。

みなとみらい２１地区

横浜駅

第１駅前広場

【西口】

【東口】

国道横断デッキ

国
道
１
号

帷子川横断デッキ

ステーション
オアシス地区

想定開発
（検討中）

既存のデッキ
レベル動線

既存のデッキ
レベル動線

※イメージ図であり、具体的な位置・規模を示すものではありません。

0 100m50

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況



○東口周辺 ＜駅前広場の再編＞

11

Open Sky Terminal 

グローバルな交流拠点となり、国際都市の玄関口にふさわしい
魅力に満ちた、安全で誇れるまちを目指します。

令和４年度は、ステーションオアシス地区の開発に合わせた駅前広場や
デッキ等の基盤整備計画の検討を行いました。
５年度は引き続き、計画の深度化を図り、東口の歩行者ネットワークの形
成とみなとみらい２１地区との連携強化を推進します。

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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○西口周辺
・中央西口駅前広場
・きた西口駅前広場
・横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業
・ダイエー跡地（仮称）イオンモール横浜西口

○東口周辺
・ステーションオアシス地区開発
・駅前広場の再編

○治水・親水
○防災
○エリアマネジメント

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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Ｎ

築
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橋梁架替工

護岸工
河道掘削工

○治水・親水 <河川の取組>

13

治水安全度を高めるため、浚渫工事等の対策を行っています。また、帷子川
河口部の拡幅に向けた協議・検討を進めます。

凡例

施工済箇所
今後施工予定

しゅんせつ船の曳航

橋梁架替
L： 130m→350m
W：約20m→約９m

河道掘削
V=約20万㎥

現況幅W=50ｍ

計画幅W=130ｍ

しゅんせつ

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況



○治水・親水 ＜公共下水道の整備＞

事業
スケジュール 総事業費 雨水幹線

の諸元
補助幹線
の諸元

雨水ポンプ場
の諸元

令和２年度工事着手
令和12年度竣工予定

約410億円 内径：φ3750mm
延長：約4.9km

内径：φ700～3250mm
延長：約3.2km

規模：幅30m×長50m×深60m
能力：約6.0m3/s

14

西区の岡野公園グラウンド内にて、雨水幹線整備のための立坑の築造の
工事を行っています。
令和５年度は、引き続き立坑の築造や、雨水幹線本体の工事の準備を進め
ます。

施工写真(外観) 施工写真

令和４年度まで
の工事進捗状況

防音
ハウス 施工写真(全景)

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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○治水・親水 ＜下水道管内水位の情報提供＞
令和３年６月から横浜駅西口４か所の下水道水位情報を本市ウェブサイト
で発信しています。
５年５月31日に横浜駅東口２か所の下水道管内の水位情報を追加しました。

横浜駅東口周辺で新たに
２か所（地点５，６）を追加しました

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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○治水・親水 <水辺空間活用>
令和４年度は、カヤック体験とあわせた清掃活動や、水辺空間活用に際し
ての生物調査等が行われました。
５年度も引き続きエリアマネジメント活動と連携しながら取組を進めてい
きます。

令和４年度：計22回実施 75名が参加 令和４年度：５回実施

生物調査カヤック体験

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況

イルミネーションカヤックお花見カヤック
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○西口周辺
・中央西口駅前広場
・きた西口駅前広場
・横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業
・ダイエー跡地（仮称）イオンモール横浜西口

○東口周辺
・ステーションオアシス地区開発
・駅前広場の再編

○治水・親水
○防災
○エリアマネジメント

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況



○防災 <デジタルサイネージの活用>
令和５年７月より、関係事業者と協働して、 ９事業者142箇所のデジタル
サイネージを活用した災害時の情報発信の運用を開始しました。
発災時における避難等の情報や、平時における防災啓発の発信を行ってい
ます。

18

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況

デジタルサイネージ活用箇所 発災時の情報発信イメージ 平時の防災啓発動画
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○西口周辺
・中央西口駅前広場
・きた西口駅前広場
・横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業
・ダイエー跡地（仮称）イオンモール横浜西口

○東口周辺
・ステーションオアシス地区開発
・駅前広場の再編

○治水
○親水
○防災
○エリアマネジメント

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況



○エリアマネジメント
令和４年度は、公開空地を活用したイベントや「ヨルノヨ」と連携したイ
ルミネーションを実施しました。また、ハロウィンイベントの広報や鉄道
150周年の横浜えきまつり等、駅周辺が一体となって取り組みました。
大規模集客施設の開業も見据え、引き続きにぎわい創出に取り組みます。

地区内連携（駅周辺一体となった取組）
●ハロウィン（広報連携） ●えきまつり

来街者促進の取組

●西口イルミネーション ●東口イルミネーション

快適な環境づくり

●清掃活動 ●道路協力団体制度
（マルシェ開催）

１ エキサイトよこはま２２各取組・工事等の進捗状況
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●リサイクルマーケット（はまテラス） ●西口イートテラス（Niigo広場）

公共空間の活用
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２ エキサイトよこはま２２の更新について

出典：第12回エキサイトよこはま２２懇談会
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２ エキサイトよこはま２２の更新について

〇横浜駅周辺を取り巻く状況
○事業、取組の進捗状況
○社会情勢の変化
○横浜駅の位置付けと近年の動向
○更新の方向性とグランドデザイン
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○横浜駅周辺を取り巻く状況 <中期計画2022-2025（R4.12）>
計画では、2040年頃の横浜のありたい姿を「共に目指す都市像」として提
示しています。これを実現するための戦略、政策及び施策を示しており、施
策として「横浜駅周辺のまちづくりの推進」が位置付けられています。

２ エキサイトよこはま２２の更新について

◎主な施策
横浜駅・みなとみらい・東神奈川臨海部周辺の街づくりの推進

横浜駅周辺（エキサイトよこはま２２）、みなとみらい２１
、東神奈川臨海部周辺の開発などを通じて、国内外の多様なニ
ーズに対応した、都心にふさわしい高度な商業・業務・居住機
能の集積を進めます。また、民間の街区開発と連携して計画的
に基盤整備を進めるとともに、イベント開催時の混雑改善にむ
けた先端技術の活用、エリアマネジメントの活性化による地区
の魅力づくりや公民連携による大都市脱炭素モデル※の構築に
取り組みます。

※令和４年４月にみなとみらい２１地区が、環境省が実施する「脱炭素先行
地域」に選定



○横浜駅周辺を取り巻く状況 <神奈川東部方面線>
東京都心部との速達性の向上等のため、相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・東急直通
線が開業しました。
相模鉄道㈱では「西谷駅～新横浜駅」を含む通勤定期券をお持ちの方が、
横浜駅での乗降が可能となる新サービス「YOKOHAMAどっちも定期」を開始
しています。

新綱島駅

新横浜トンネル

24
出典：相模鉄道㈱ 報道発表資料（R4.9.1）

２ エキサイトよこはま２２の更新について



○横浜駅周辺を取り巻く状況 <GREEN × EXPO 2027＞

25

２ エキサイトよこはま２２の更新について

２０２７年国際園芸博覧会に向けた取組を進めています。
「幸せを創る明日の風景」をテーマに、自然・人・社会が「共に持続するた
めの最適解」を横浜の地で描いていきます。
地球温暖化をはじめとする人類共通の課題に対してグリーンの力を活用した
解決策を提示し、それをショーケースとして世界に力強く発信します。

出典：2027年国際園芸博覧会基本計画（公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会）

出典：2027年国際園芸博覧会基本計画（(公社)２０２７年国際園芸博覧会協会）



○横浜駅周辺を取り巻く状況 <GREEN × EXPO 2027＞

26

２ エキサイトよこはま２２の更新について
○横浜駅周辺を取り巻く状況 <GREEN×EXPO 2027＞

26

＜会場全体イメージ図＞
（公社）２０２７年国際園芸博覧会協会提供

正式略称「GREEN×EXPO 2027」は、「自然」、「環境にやさしい」という意
味を持つ「GREEN」と、国際的に共通する課題の解決に寄与する国際博覧会
「EXPO」を掛け合わせることで、これからの自然と人、社会の持続可能性を
追求し、世界と共有する場であることを表現しています。

略称ロゴ



Ｋアリーナプロジェクト
（アリーナ、ホテル、
オフィス）

令和５年７月 竣工予定

横浜コネクトスクエア
（オフィス、ホテル、店舗、駐車場）
令和５年１月 竣工

横浜シンフォステージ
（オフィス、店舗、オープンイノ
ベーションスペース、ホテル 等）

令和６年３月 竣工予定

○横浜駅周辺を取り巻く状況 <みなとみらい２１地区の開発状況>
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令和５年度は２棟が竣工予定で、街区開発の進捗率は96％となっています。

提案内容・イメージパースは今後、関係者との協議により変更する可能
性があります。イメージパース等の著作権は、作成者に帰属します。

２ エキサイトよこはま２２の更新について



28

○横浜駅周辺を取り巻く状況 <都心臨海部のにぎわいづくり>

【花咲くRally】 地域の魅力資源（飲食店・観光施設・イベント会場等）をめぐるラリー

▲まちあるきツアー

▲小型モビリティツアー▲デジタルスタンプラリー

まちの地域資源をつないで横浜の魅力を体験する「花咲くRally」を開催す
るなど、都心臨海部のにぎわいづくりを進めています。

２ エキサイトよこはま２２の更新について
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２ エキサイトよこはま２２の更新について

更新の視点

更新の視点

更新の視点

反映

〇横浜駅周辺を取り巻く状況
○事業、取組の進捗状況
○社会情勢の変化
○横浜駅の位置付けと近年の動向
○更新の方向性とグランドデザイン



交差点改良

水辺の回遊空間

北幸線

地下駐車場連絡路

路線バス集約化

河口部河川改修

水上交通拠点

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ拠点

駅前広場の再編

悠々回遊リンク

国道横断デッキ

支線１号線

魅力的な通り整備
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○事業、取組の進捗状況
西口駅前では、民間開発にあわせて各取組や関連基盤の整備が進みました。
各事業、取組を今後更に推進するために、検証を深め、 改めて整備イ
メージや段階的整備の考え方を関係者間で共有する必要があります。

視点①

駅前広場再整備 馬の背の解消 ﾀｰﾐﾅﾙｺｱの整備鶴屋橋の架替え

２ エキサイトよこはま２２の更新について
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２ エキサイトよこはま２２の更新について

〇横浜駅周辺を取り巻く状況
○事業、取組の進捗状況
○社会情勢の変化
○横浜駅の位置付けと近年の動向
○更新の方向性とグランドデザイン



出典：中間とりまとめ（2019年６月26日） /都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会32

○社会情勢の変化 <公共空間活用・まちなかウォーカブルの推進>
クルマが優先する通行空間であった街路を、ヒト優先のストリートに転換
し、イノベーションの創出やまちの求心力の根源となるような 居心
地が良く歩きたくなる「ウォーカブルな空間」とすることが、都市に求め
られています。

視点➁

２ エキサイトよこはま２２の更新について



33

横浜市では、温室効果ガス排出量削減目標を2050年までに「実質ゼロ」、
2030年度には「50％削減（2013年度比）」としています。

脱炭素社会の実現に向け、重点的な取組の共有が必要です。視点➂

出典：地球温暖化対策実行計画（横浜市） 2030年度の取組イメージ

○社会情勢の変化 「Zero Carbon Yokohamaの実現」

２ エキサイトよこはま２２の更新について
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○社会情勢の変化 <激甚化する災害への対応>

視点➃

２ エキサイトよこはま２２の更新について

横浜市における時間雨量の最大値の推移

気候変動の影響により、時間最大降雨量が年々上昇傾向であるなど、災害
が激甚化しており、 早期に効果の発現が期待できる災害対策の実施
が求められています。

出典：横浜市中期計画2022-2025



様々な交通モードの接続・乗り換え拠点（モビリティ・ハブ） MaaSや自動運転に対応した人が主役の都市交通ターミナル

出典：2040年、道路の景色が変わる／国土交通省

35

○社会情勢の変化 <新たな交通モードへの対応>
自動運転・パーソナルモビリティ等の新たな交通モードや、MaaS等のサー
ビスにより、個人のニーズにあった交通サービスの提供が可能となってい
ます。

新たな交通モードに対応し、また、その特性を生かしたヒト中心の
交通施策への転換を図っていく必要があります。
視点➄

２ エキサイトよこはま２２の更新について



出典：スマートシティ実装化支援事業／国土交通省

36

○社会情勢の変化 <都市のDX化への対応＞
デジタル化の進展に伴い、都市においてデータを取得し、解析を行うこと
で地域課題の解決につなげていくことが可能となります。
デジタル技術を活用した都市課題の検証・分析や、効率的な対応策の実施
等 デジタル技術を活用してまちづくりを推進する必要があります。視点⑥

２ エキサイトよこはま２２の更新について
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２ エキサイトよこはま２２の更新について

〇横浜駅周辺を取り巻く状況
○事業、取組の進捗状況
○社会情勢の変化
○横浜駅の位置付けと近年の動向
○更新の方向性とグランドデザイン



○横浜駅の位置付けと近年の動向

出典：国土地理院 地理院地図を基に作成

横浜駅は首都圏有数の乗車人員数に加え、都道府県別の高速バス路線数にお
いても、首都圏主要駅周辺では東京、新宿に次ぐ規模があります。
近年、高速バスターミナルの整備が進み、その需要が高まっており、横浜駅
においても 都市間アクセスの強化が必要です。

新宿駅
・駅乗車人員数：約180万人/日
・バス路線数（都道府県別）：38

バスタ新宿 H28.4開業
15バース 約1600便

出典：国土交通省 記者発表資料(H29.9.1)

渋谷駅
・駅乗車人員数：約170万人/日
・バス路線数（都道府県別）：13

品川駅
・駅乗車人員数：約60万人/日
・バス路線数（都道府県別）：9

横浜駅
・駅乗車人員数：約120万人/日
・バス路線数（都道府県別）：31

羽田空港
・バス路線数（都道府県別）：21

出典：住友不動産商業マネジメント㈱ 報道発表資料(R5.1.12)

羽田ｴｱﾎﾟｰﾄｶﾞｰﾃﾞﾝﾀｰﾐﾅﾙ R5.1開業
15バース 約900便（想定）

西船橋駅
・駅乗車人員数：約25万人/日
・バス路線数（都道府県別）：19

池袋駅
・駅乗車人員数：約130万人/日
・バス路線数（都道府県別）：21

大宮駅
・駅乗車人員数：約40万人/日
・バス路線数（都道府県別）：20

東京駅
・駅乗車人員数：約80万人/日
・バス路線数（都道府県別）：39

ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ東京八重洲 R10全面開業
20バース 約1500便（想定）

出典：(独)都市再生機構 報道発表資料(R4.3.15)

視点⑦

２ エキサイトよこはま２２の更新について

38



○横浜駅の位置付けと近年の動向
都心臨海部の各エリアにおいて開発が進んだことで、都市機能が充足しつ
つあります。国際競争力を強化するためには、都心臨海部全体を１つの一
体となったエリアとして機能させる必要があります。
本地区においては、 周辺地区との連携を強化し、玄関口として

都心臨海部全体の回遊性を生み出す拠点機能の強化が必要です。
視点⑧

視点⑨

39
提案内容・イメージパースは今後、関係者との協議により変更する可能
性があります。イメージパース等の著作権は、作成者に帰属します。

２ エキサイトよこはま２２の更新について



■都心臨海部における事業所の立地動向

40

○横浜駅の位置付けと近年の動向
横浜市の経済を牽引する都心臨海部では、企業誘致を進めてきており、み
なとみらい２１地区がその受け皿となっていました。
みなとみらい２１地区が概成を迎える中、 企業誘致の新たな受け皿
を整備していく必要があります。

視点⑩

※RESAS（事業所立地動向図/2021年時点）より

0

10

20

30

H16～R4年度

企業立地促進条例
＜テナント型＞

EXY地区 MM21地区 関内地区 新横浜地区

0

10

20

30

H16～R4年度

企業立地促進条例
＜固定資産取得型＞

EXY地区 MM21地区 関内地区 新横浜地区

２ エキサイトよこはま２２の更新について

（社）

（社）



＜凡例＞
：開発済街区
：開発中街区
：大規模未利用地

＜建物竣工年図＞

※令和２年度都市計画基礎調査土地・建物現況GISデータを基に作図

41

◎来訪者の約７割がセンターゾーン
に集中している。

※ KDDI Location Analyzerにより分析
※分析期間はR3.9/25～R4.9/24の１年間
※20歳未満の傾向は分析結果に含ま
れないため、参考値扱い

68.6%

5.9%

4.6%

5.9%

6.6%

2.4%
6.0%

EXY地区毎の来訪者比率

センターゾーン

南幸地区

北幸地区

鶴屋町地区

ﾎﾟｰﾄｻｲﾄﾞ地区周辺

高島地区

平沼地区

年間来訪者数

（平休合算）

約3億2000万人

＜来訪者の滞在状況の分析＞

○横浜駅の位置付けと近年の動向
西口駅前で開発が進みましたが、地区全体では建物の老朽化や狭隘な歩行
者空間等課題が残っています。また、来訪者の滞在状況を分析すると約７
割がセンターゾーンに集中しています。

駅前の賑わいを周辺に波及させ、開発を促進する必要があります。視点⑪

狭隘な歩行者空間

センターゾーン

２ エキサイトよこはま２２の更新について
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２ エキサイトよこはま２２の更新について

〇横浜駅周辺を取り巻く状況
○事業、取組の進捗状況
○社会情勢の変化
○横浜駅の位置付けと近年の動向
○更新の方向性とグランドデザイン



まちづくりビジョン

１.横濱中心戦略

２.環境創生戦略

３.安全安心戦略

４.感動空間戦略

５.悠々回遊戦略

６.交通転換戦略

７.協働共創戦略

・脱炭素社会の実現に向けた重点的な取組の共有

・早期に効果の発現が期待できる災害対策の実施

・公共空間活用、まちなかウォーカブルの推進

・新たな交通モードへの対応、
ヒト中心の交通施策への転換

・駅前からの賑わいの波及
・他地区との連携 、都心臨海部回遊性向上

・デジタル技術を取り入れたまちづくりの推進

更新の方向性
・都市間アクセスの向上
・企業誘致の受け皿の整備

視点⑦

視点⑩

視点➂

視点➃

視点➁

視点⑪
視点⑧

視点⑨

視点➄

視点⑥

○ 更新の方向性とグランドデザイン

２ エキサイトよこはま２２の更新について
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まちづくりビジョン

基
盤
整
備
の
基
本
方
針

ま
ち
の

将
来
像

施
設
整
備
の
基
本
方
針

事
業
の
進
め
方

主
な
事
業
関
係
者

グランドデザイン

まちづくりの戦略

まちづくりの進め方

○更新の方向性とグランドデザイン
各事業、取組を今後更に推進するため、計画の更新にあわせて、事業の進
め方等を共有するため、グランドデザインを作成します。
今年度、グランドデザイン【骨子】を作成し、これを議論のたたき台とし
て関係者の皆様との意見交換を通じて作業を進めて参ります。

視点①

ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

分
野
別
の
基
本
方
針
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

地
区
別
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用

【目的】
まちの将来像の実現に向け、官民・民民で
連携した事業の進め方を関係者の皆様と共有

【盛り込む内容（想定）】
配置計画
・基盤の配置
・歩行者・車両の動線
・民間開発が担う役割・機能
・官民・民民が連携した空間形成イメージ等
進め方
・官民・民民が連携した段階的整備の考え方等

２ エキサイトよこはま２２の更新について
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